
 

   

Ｑ5. 以下のような解約返戻金のある生命保険契約で、保険料負担者（甲）が死亡した場合の相続手続はどのようになりますか。 

 

 保険契約者 保険料負担者 被保険者 相続財産 

1 甲 甲 丙 
解約返戻金等 

2 乙 甲 丙 

 

【答え】 

 

① 1の保険契約の場合、被保険者の丙が生命保険契約に関する権利を取得したものとして、保険会社に通知するだけでよい。 

 

② 2の保険契約の場合、生命保険契約に関する権利は保険契約者である乙が相続又は遺贈により取得したものとみなされ、遺産分割協議は不要とされる。 

 

 

【解答】 

②が正しい。 

 

【解説】 

契約者自身が保険料を負担している生命保険契約において、その保険事故が発生する前に契約者が死亡したことによりその契約者の地位が相続人に承継された場合には、それに伴

い解約返戻金等の請求権（財産上の権利）がその相続人に承継されることになりますが、この財産上の権利は本来の相続財産に当たることになり、遺産分割協議によって相続する人

を決めることになります。 

 これに対して、契約者以外の者が保険料を負担している場合には、保険料の支払いの都度契約者の有する財産上の権利は実質的に価額が増加していくことになりますが、相続税法

は、このような保険料の支払いの都度生じる契約者の財産上の権利の価額の増加については、課税を繰り延べ、保険料負担者の死亡又はその保険契約の解約に伴う解約返戻金等の取

得の際に一挙に課税して清算することにしています（相法３①三、５②）。 

 相続税法が、契約者以外の者が保険料の負担者である生命保険契約において、その保険事故が発生する前に保険料負担者が死亡した場合に、その契約者が保険料負担者から「生命

保険に関する権利」を相続（遺贈）により取得したものとみなして相続税の課税対象としている（相法３①三）のは、このような考え方によるものです。    （（責：山本本義）） 
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